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　番号1,2のCampo S. Moise＋Canpiello Barozziを例に説明をす
る。Campo S. Moise＋Canpiello Barozziはサンマルコ広場から西
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Campo S. Moise＋Canpiello Barozzi
Caｍpo S. Maria Zobenigo dei Giglio
Caｍpiello de la Feltina
Campo de la Fava
Campo S. Maria Fornos
Campiello Querim  Stanpalia
Campo San Cassan
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　広場を取り囲む建物のファサードの写真をもとに、写真編集ソフ
トで、建物を切り抜き、正対するように編集をし、立面図のベース
とする。編集をするときに、スケールに合わせた比率で平面図か
らの建物の間口の寸法と、レーザー距離計で測定したポイントの
高さ寸法を加味して、正面形としての正確さを高める。（図3,4,5,6）
　現在の研究の進捗状況はここまでである。今後はこの平面図、
立面図の制作を現地調査をしたすべての広場に行い、ファサー
ドの写真のベースをトレースし、立面を図面化する。またCAD上
での3Ｄ化と模型による3次元表現のどちらか、もしくは両方の方
法で進めていく予定である。
　
図3：北側建物の立面
図5：南側建物の立面
図4：西側建物の立面
写真8：リアルト橋
図6：東側建物の立面
　模型による表現についても、現在2つの方法を考えている。早く
簡略的な方法として立面図をモデルボードに貼り付けたペー
パーモデルと、半永久的な木製モデルである。木製モデルの場
合は、現状を忠実に再現するのではなく、形を整理してリアルト
橋（写真8）のように、木材の肌合いを生かした、空間を表現するオ
ブジェとして制作していく。
参考文献
地図の出典　http://www2.comune.venezia.it/mappacomune/, 2006.
　2つの広場の間に幅4m程の運河があり、広場を結ぶ橋がかかっ
ている。運河の水面は地面から50㎝程下がっているだけで、舟が
橋を潜れるように橋は地面から1.8m程上がっている。（写真2、4）
　　この橋の高さが平坦なヴェネチアに変化をつけ、程よい高さと
ゆるやかな階段が、まるでステージのような晴れやかな空間にで
きあがっている。
　広場を取り囲むファサードは、北側はブランド店がはいったヴェ
ネチアの一般的な建物（写真５）、東側は教会（写真7）、南側はヴェネ
チアでは珍しい現代的なホテル（写真3）である。
